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　本
学
は
、長
く「
学
部
の
集
合
体
」
と

し
て
の
性
格
が
強
く
、大
学
と
し
て
育

て
る
学
生
像
が
見
え
に
く
い
面
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
課
題
意
識
と
   ＊1「
将

来
像
」
答
申
を
受
け
、
２
０
０
７
年
に

教
育
理
念
「
自
主
創
造
」
を
制
定
。
２

０
１
６
年
に
は「
日
本
大
学
教
育
憲
章
」

と
そ
れ
を
支
え
る
８
つ
の
能
力
を
定

め
、
育
成
す
る
人
材
像
と
し
て
の
全
学

的
な
教
育
指
標
を
明
確
化
し
、
各
学
部

の
Ｄ
Ｐ
に
落
と
し
込
ん
で
い
ま
す
。

　十
分
な
議
論
を
経
て
教
育
の
基
盤
は

整
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
授
業
を
展
開

す
る
中
で
、
全
学
指
標
と
各
科
目
と
の

連
動
性
の
強
化
や
、
よ
り
客
観
的
な
達

成
度
の
測
定
・
可
視
化
と
い
っ
た
次
の

テ
ー
マ
が
見
え
て
き
ま
し
た
。例
え
ば
、

全
学
生
を
対
象
と
し
た
達
成
度
調
査
の

自
己
評
価
と
客
観
的
デ
ー
タ
を
掛
け
合

わ
せ
れ
ば
、
実
質
的
な
教
育
改
善
に
つ

な
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

デ
ー
タ
を
用
い
て
、
学
生
の
成
長
を
立

体
的
に
把
握
す
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。
こ
の
実
現
に
向
け

て
、
学
長
直
轄
の
教
学
Ｄ
Ｘ
戦
略
委
員

会
を
設
け
、
所
属
学
部
で
教
学
Ｉ
Ｒ
を

担
っ
て
い
た
私
が
推
進
責
任
者
に
な
り

ま
し
た
。

　大
規
模
大
学
の
利
点
は
、
学
生
の
傾

向
を
把
握
で
き
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
持

つ
点
で
す
。そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

と
も
す
る
と
教
育
環
境
が
悪
い
と
思
わ

れ
が
ち
な
学
生
規
模
を
強
み
に
変
え

る
、
デ
ー
タ
駆
動
型
の
教
育
改
善
を
め

ざ
し
ま
し
た
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に

は
、現
場
感
覚
に
鋭
い
若
手
を
中
心
に
、

デ
ー
タ
や
   ＊2
Ｕ
Ｉ
に
強
い
教
員
を
選

出
。
加
え
て
、
高
大
一
体
で
の
改
革
の

た
め
付
属
高
校
の
教
員
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
、
デ
ー
タ
分
析
基
盤
       ＊3「
Ｄ

－

Ｃ
Ａ
Ｓ
」
を
構
築
し
ま
し
た
。
資
産
で

あ
る
学
生
デ
ー
タ
を
柔
軟
に
扱
え
る
よ

う
、
全
学
生
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に

集
約
。
デ
ー
タ
同
士
を
掛
け
合
わ
せ
た

分
析
が
可
能
な
環
境
を
自
分
た
ち
の
力

で
整
え
ま
し
た
。

　デ
ー
タ
を
基
に
し
た
教
育
の
質
向
上

を
各
学
部
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま

ず
は
現
場
教
員
に
デ
ー
タ
で
分
析
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
も
ら
う

こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。
そ
の
試
み
と

し
て
、
本
部
で
入
試
区
分
や
出
身
高
校

と
い
っ
た
属
性
別
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結

果
の
違
い
を
分
析
し
て
見
せ
た
と
こ

ろ
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
そ
れ
を
契

機
に
、
学
部
内
外
で
デ
ー
タ
を
介
し
た

教
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
シ
ラ
バ
ス
の

作
成
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
構
築

と
い
っ
た
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
工
程

も
、や
ら
さ
れ
仕
事
で
は
な
く
、自
発
的

な
取
り
組
み
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
、本
部
で
は
、８
つ
の
能
力
の
達
成

度
を
デ
ー
タ
で
ど
こ
ま
で
計
測
で
き
る

か
を
検
証
中
で
す
。
例
え
ば「
倫
理
観
」

の
よ
う
な
抽
象
度
の
高
い
も
の
に
つ
い

て
も
、
多
く
の
教
員
が
「
倫
理
観
が
高

い
」
と
判
断
し
た
学
生
に
共
通
す
る
傾

向
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
新
た
な
測
定
指

標
と
し
て
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
全
学
指
標
の
検
証
結
果
は
各
学

部
に
も
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
Ｄ

Ｐ
を
よ
り
実
質
的
な
も
の
に
深
化
さ
せ

る
た
め
の
ベ
ー
ス
と
す
る
予
定
で
す
。

　今
後
は
、
各
学
部
で
Ｄ

－

Ｃ
Ａ
Ｓ
の

デ
ー
タ
を
さ
ら
に
活
用
し
、
デ
ー
タ
に

基
づ
く
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
保
証
・

質
向
上
を
支
え
て
い
く
考
え
で
す
。
学

生
の
学
び
と
つ
ま
づ
き
、
成
長
を
詳
細

に
把
握
し
、
個
別
最
適
な
教
育
が
実
現

で
き
れ
ば
、必
然
的
に
「
新
た
な
評
価
」

制
度
へ
の
対
応
に
も
な
る
は
ず
で
す
。

なかむらふみのり●2008年日本大学理工学部助
教、2015年准教授、2026年より現職。2023年日本
工学教育協会「教育士（工学・技術）」取得、2026年
より同制度部会委員。2026年、Google Education 
Leader Program Facilitatorに任命される。
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規
模
の
大
き
さ
を
強
み
に

デ
ー
タ
基
盤
を
構
築
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2025年度の「教務研修会」の様子

　データを基にした教学の議論の活性化を目的に、日本大学では2025年度
に「教務研修会」を開催。汎用的能力のアセスメント＊4のスコアを、出身高校、
入試区分、学科といった属性と掛け合わせて分析し、各学部の教務担当教職
員に配布した。まずは所属学部の傾向把握に集中してもらうべく、あえて他学
部のデータは配布せず、自学部のデータのみを渡した。そのうえで、全体での
ディスカッションの時間を設けた。すると、「うちの学部はこの項目が高いが、そ
ちらはどうか」「ＧＰＡと掛け合わせたデータも見たい」といった会話が自然に生
まれ、参加者の問題意識が一気に具体的になったと言う。
　定期的に開催される教学ＩＲ委員会でも、各学部がデータ分析の事例を持
ち回りで発表している。薬学部の発表に医学部が反応するなど、学部を超え
た関心が広がりつつある。「われわれ本部が一方的に改善策を示すのではな
く、学部が自ら問いを立て、必要なデータを求め、議論を始める。その動きこそ、
教育の質向上を実質化する第一歩だと考えている」（中村ＣＤＯ）。

データを手がかりに学部の問いを引き出し
教育改善を「自分事」にする研修会を実施

＊１ 文部科学省中央教育審議会「我が国の高等教育の将来像（答申）」（2005年1月28日）
＊2 ユーザーインターフェース（User Interface）。利用者と製品やサービスとの間の接点となる手段や見た目。操作画面やデザインなど
＊３ Data Collection and Analysis System

＊4 GPS-Academic（ベネッセ i‐キャリア）

キャンパス／東京都千代田区、世田谷区、練馬区、板橋区、千葉県松戸市、船橋市、習志野市、神奈川県藤沢市、静岡県三島市、福島県郡山市
学生数／67,169人　設置者／学校法人日本大学　創立／1889年（1920年大学設置）　教育理念／自主創造
学部／法、文理、経済、商、芸術、国際関係、危機管理、スポーツ科学、理工、生産工、工、医、歯、松戸歯、生物資源科学、薬
大学院／法学、新聞学、文学、総合基礎科学、経済学、商学、芸術学、国際関係、危機管理学、スポーツ科学、理工学、生産工
学、工学、医学、歯学、松戸歯学、生物資源科学、獣医学、薬学、総合社会情報　専門職大学院／法務（ロースクール）
THE世界大学ランキング2026／1501＋位

教学情報収集・分析基盤「Ｄ‐ＣＡＳ」の構成図
ビッグデータを基に議論を促し
自発的な教学マネジメントへ

マスプロ教育と評されがちな大規模な学生数は、ＩＲにおいては強みになり得る。
独自の分析基盤で日々の教育状況を可視化し、データに基づく質向上をめざす。

日本大学

注目！

本部担当者

学内ネットワーク／インターネット

仮説立案・データ収集 前処理・変換 蓄積・管理 分析・判断 利活用

学生学部担当者

学籍基本データ

GPS-Academic
アンケート・調査等

入試関連データ

就職関連データ

学籍に関する基本調査
（調査等への対応を含む）

各種属性に基づく分析

データを横断した検証

学修成果の可視化

権限・利用目的に沿った
ダッシュボード等を提示

各学部の教学に関
する責任者や実務担
当者の教職員などが
一堂に会して議論。

データを基に議論し
た結果を共有するこ
とで、学部を越えた
議論が生まれ、「自
分の経験や勘による
感覚が、データでも
検証された」との感
想も聞かれた。

教
員
が
有
用
性
を
実
感
し
て

分
析
、対
話
が
日
常
に

本
部
所
有

各
学
部

そ
の
他

学籍関連データ

授業・履修関連データ

成績関連データ

収
集

収
集

収
集
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統一化処理
BigQuery

学修活動
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Vertex AI
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データ収集
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構造化
NotebookLM
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データ統合
Cloud Storage

分析・可視化支援
Vertex AI

分析・可視化支援
Gemini

HTTPS/SFTP/API HTTPS・Google認証Google Workspace for Education Plus/Chrome Enterprise（ID管理とデータセキュリティ）

アクセス制御
Cloud IAM
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Looker[+ML]
Looker Studio

構造化データ
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デ
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ー

非構造化データ
Cloud Storage

キ
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ス
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2025年度の「教務研修会」の様子

　データを基にした教学の議論の活性化を目的に、日本大学では2025年度
に「教務研修会」を開催。汎用的能力のアセスメント＊4のスコアを、出身高校、
入試区分、学科といった属性と掛け合わせて分析し、各学部の教務担当教職
員に配布した。まずは所属学部の傾向把握に集中してもらうべく、あえて他学
部のデータは配布せず、自学部のデータのみを渡した。そのうえで、全体での
ディスカッションの時間を設けた。すると、「うちの学部はこの項目が高いが、そ
ちらはどうか」「ＧＰＡと掛け合わせたデータも見たい」といった会話が自然に生
まれ、参加者の問題意識が一気に具体的になったと言う。
　定期的に開催される教学ＩＲ委員会でも、各学部がデータ分析の事例を持
ち回りで発表している。薬学部の発表に医学部が反応するなど、学部を超え
た関心が広がりつつある。「われわれ本部が一方的に改善策を示すのではな
く、学部が自ら問いを立て、必要なデータを求め、議論を始める。その動きこそ、
教育の質向上を実質化する第一歩だと考えている」（中村ＣＤＯ）。

データを手がかりに学部の問いを引き出し
教育改善を「自分事」にする研修会を実施

＊１ 文部科学省中央教育審議会「我が国の高等教育の将来像（答申）」（2005年1月28日）
＊2 ユーザーインターフェース（User Interface）。利用者と製品やサービスとの間の接点となる手段や見た目。操作画面やデザインなど
＊３ Data Collection and Analysis System

＊4 GPS-Academic（ベネッセ i‐キャリア）

キャンパス／東京都千代田区、世田谷区、練馬区、板橋区、千葉県松戸市、船橋市、習志野市、神奈川県藤沢市、静岡県三島市、福島県郡山市
学生数／67,169人　設置者／学校法人日本大学　創立／1889年（1920年大学設置）　教育理念／自主創造
学部／法、文理、経済、商、芸術、国際関係、危機管理、スポーツ科学、理工、生産工、工、医、歯、松戸歯、生物資源科学、薬
大学院／法学、新聞学、文学、総合基礎科学、経済学、商学、芸術学、国際関係、危機管理学、スポーツ科学、理工学、生産工
学、工学、医学、歯学、松戸歯学、生物資源科学、獣医学、薬学、総合社会情報　専門職大学院／法務（ロースクール）
THE世界大学ランキング2026／1501＋位

教学情報収集・分析基盤「Ｄ‐ＣＡＳ」の構成図
ビッグデータを基に議論を促し
自発的な教学マネジメントへ

マスプロ教育と評されがちな大規模な学生数は、ＩＲにおいては強みになり得る。
独自の分析基盤で日々の教育状況を可視化し、データに基づく質向上をめざす。

日本大学

注目！

本部担当者

学内ネットワーク／インターネット

仮説立案・データ収集 前処理・変換 蓄積・管理 分析・判断 利活用

学生学部担当者

学籍基本データ

GPS-Academic
アンケート・調査等

入試関連データ

就職関連データ

学籍に関する基本調査
（調査等への対応を含む）

各種属性に基づく分析

データを横断した検証

学修成果の可視化

権限・利用目的に沿った
ダッシュボード等を提示

各学部の教学に関
する責任者や実務担
当者の教職員などが
一堂に会して議論。

データを基に議論し
た結果を共有するこ
とで、学部を越えた
議論が生まれ、「自
分の経験や勘による
感覚が、データでも
検証された」との感
想も聞かれた。
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所
有

各
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部

そ
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学籍関連データ

授業・履修関連データ

成績関連データ

収
集

収
集

収
集

D-CAS
Data Collection 
and Analysis System

統一化処理
BigQuery

学修活動
Canvas LMS

統一化支援
Gemini AIモデル

Vertex AI

データレイク

データウェアハウス

データ収集
AppSheet

文書・画像・動画

構造化
NotebookLM
Gemini

データ統合
Cloud Storage

分析・可視化支援
Vertex AI

分析・可視化支援
Gemini

HTTPS/SFTP/API HTTPS・Google認証Google Workspace for Education Plus/Chrome Enterprise（ID管理とデータセキュリティ）

アクセス制御
Cloud IAM

分析・可視化
Looker[+ML]
Looker Studio

構造化データ
BigQuery[+ML]

デ
ィ
ー

非構造化データ
Cloud Storage

キ
ャ
ス


